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(54)【発明の名称】 内視鏡用バスケット型回収具

(57)【要約】
【課題】大きな異物でもバスケット内に捕捉し易く、ま
た必要に応じてバスケット内から外すことができる内視
鏡用バスケット型回収具を提供すること。
【解決手段】バスケット５を形成する隣り合う弾性ワイ
ヤ５ａ間の隙間を、一か所だけ他より広く形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】可撓性シース内に軸線方向に進退自在に挿
通配置された操作ワイヤの先端に、複数の弾性ワイヤに
よりかご状に形成されたバスケットが連結され、上記バ
スケットを上記可撓性シースの先端から突没させると上
記各弾性ワイヤの弾性により上記バスケットが膨縮をす
る内視鏡用バスケット型回収具において、
上記バスケットを形成する隣り合う弾性ワイヤ間の隙間
を、一か所だけ他より広く形成したことを特徴とする内
視鏡用バスケット型回収具。
【請求項２】上記隣り合う弾性ワイヤ間の広い隙間が、
他の隣り合う弾性ワイヤ間の隙間より二倍以上広い請求
項１記載の内視鏡用バスケット型回収具。
【請求項３】上記広い隙間が上記バスケットの軸線周り
になす角度が６０°～９０°の範囲である請求項１又は
２記載の内視鏡用バスケット型回収具。
【請求項４】上記広い隙間を形成する二本の弾性ワイヤ
が、上記バスケットを形成する他の弾性ワイヤより柔軟
である請求項１、２又は３記載の内視鏡用バスケット型
回収具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルに挿通して使用される内視鏡用バスケッ
ト型回収具に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡用バスケット型回収具は一般に、
可撓性シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された
操作ワイヤの先端に、複数の弾性ワイヤによりかご状に
形成されたバスケットが連結され、バスケットを可撓性
シースの先端から突出させると弾性ワイヤの弾性によっ
てバスケットが膨らみ、バスケットを可撓性シース内に
引き込むと弾性ワイヤが弾性変形してバスケットが窄ま
るようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡用バスケット型
回収具を用いることにより、例えば胆管内に詰まってい
る胆石を十二指腸側から捕捉して経内視鏡的に排出させ
ることができる。
【０００４】しかし、例えば図６に示されるように、結
石２００が大きい場合にはバスケット５内に結石２００
がなかなか入らないことがある。２は、十二指腸１００
内に挿入された内視鏡５０の処置具挿通チャンネル５１
に挿通されたバスケット型回収具の可撓性シースであ
る。
【０００５】また、図７に示されるように、バスケット
５内に捕捉した結石２００が大き過ぎて、括約筋によっ
て締め付けられている十二指腸１００への出口（ファー
ター氏乳頭）１０２を通過できない時に、結石２００を
バスケット５から外すことができずに立ち往生してしま
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う場合がある。
【０００６】そこで本発明は、大きな異物でもバスケッ
ト内に捕捉し易く、また必要に応じてバスケット内から
外すことができる内視鏡用バスケット型回収具を提供す
ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用バスケット型回収具は、可撓性シ
ース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された操作ワイ
ヤの先端に、複数の弾性ワイヤによりかご状に形成され
たバスケットが連結され、バスケットを可撓性シースの
先端から突没させると各弾性ワイヤの弾性によりバスケ
ットが膨縮をする内視鏡用バスケット型回収具におい
て、バスケットを形成する隣り合う弾性ワイヤ間の隙間
を、一か所だけ他より広く形成したものである。
【０００８】なお、隣り合う弾性ワイヤ間の広い隙間
が、他の隣り合う弾性ワイヤ間の隙間より二倍以上広け
れば、本発明として明瞭な効果が得られ、広い隙間がバ
スケットの軸線周りになす角度が６０°～９０°の範囲
であるとよい。
【０００９】また、広い隙間を形成する二本の弾性ワイ
ヤが、バスケットを形成する他の弾性ワイヤより柔軟で
あれば、大きな異物の捕捉、離脱がより容易になる。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、図示されていない内視鏡の処置具挿
通チャンネルに通して使用される内視鏡用バスケット型
回収具の先端部分を示している。
【００１１】２は、例えば外径が２ｍｍ程度で長さが２
ｍ程度の四フッ化エチレン樹脂チューブからなる可撓性
シースであり、ステンレス鋼撚り線等からなる操作ワイ
ヤ４が、軸線方向に進退自在に挿通配置されている。
【００１２】操作ワイヤ４の先端には、接続パイプ３を
介してバスケット５が取り付けられている。バスケット
５は、ステンレス鋼の単線又は撚り線からなる例えば１
０本の弾性ワイヤ５ａを各々複数箇所で折り曲げてかご
状に形成されていて、先端部分は先端チップ６により結
束されている。
【００１３】そして、可撓性シース２の基端に連結され
た図示されていない操作部から操作ワイヤ４を進退操作
することにより、バスケット５が可撓性シース２の先端
内に出入りする。
【００１４】バスケット５は、可撓性シース２外に押し
出された状態では各弾性ワイヤ５ａの弾性によってかご
状に膨らみ、可撓性シース２内に引き込まれると各弾性
ワイヤ５ａが弾性変形して窄まる。
【００１５】図２は、バスケット５を正面から見た状態
を示しており、隣り合う弾性ワイヤ５ａと弾性ワイヤ５
ａとの間の隙間は、一か所を除いて約３０°であり、一
か所だけが他より広く約９０°に形成されている。な
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お、上記の角度はバスケット５の軸線周りの角度であ
る。
【００１６】図３は、上述のように構成された実施例の
内視鏡用バスケット型回収具が、内視鏡５０の処置具挿
通チャンネル５１に通されて、十二指腸１００側から胆
管１０１内に差し込まれた状態を示している。
【００１７】隣り合う弾性ワイヤ５ａ間の隙間が一か所
だけ広いので、胆管１０１内の結石２００が大きな場合
でも、バスケット５を広げた状態で何回か軸線方向に進
退させているうちに、結石２００が弾性ワイヤ５ａ間の
広い隙間部分からバスケット５内に入ってくる。
【００１８】したがって、操作ワイヤ４を手元側へ牽引
することにより、図４に示されるように、結石２００が
バスケット５によってきつく締め付けられた状態に捕捉
され、可撓性シース２を手元側に引っ張って結石２００
を回収することができる。
【００１９】また、結石２００が大き過ぎて十二指腸１
００側へ出てこない場合には、操作ワイヤ４を押し込ん
でバスケット５が広がった図３に示される状態に戻すこ
とにより、結石２００をバスケット５内から容易に解放
してバスケット５を胆管１０１内から抜き出すことがで
きる。このような場合には、胆管１０１の出口１０２を
切開する処置が行われる。
【００２０】図５は、本発明の第２の実施例の内視鏡用
バスケット型回収具のバスケット５を正面から見た状態
を示しており、広い隙間を形成する二本の弾性ワイヤ５
ｂとして他の弾性ワイヤ５ａより柔軟なワイヤが用いら
れている。
【００２１】そのような弾性ワイヤ５ａ，５ｂの硬軟は
相対的なものであり、例えば硬い弾性ワイヤ５ａとして
直径0.15ｍｍの単線を用いて軟らかい弾性ワイヤ５ｂと
して直径0.05ｍｍの単線を用いる等、線径が相違する単
線を用いてもよく、硬い弾性ワイヤ５ａとして単線を用
い、軟らかい弾性ワイヤ５ｂとして撚り線を用いてもよ
い。
【００２２】或いは、硬い弾性ワイヤ５ａとして素線が
太い例えば３本撚りの撚り線を用い、軟らかい弾性ワイ
ヤ５ｂとして素線が細い例えば１９本撚りの撚り線を用
いる等、撚り数が相違する撚り線を用いてもよい。ま
た、撚り数が同じで素線径が相違する撚り線を用いても
よい。
【００２３】このように、バスケット５の広い隙間を形
成する二本の弾性ワイヤ５ｂとして他の弾性ワイヤ５ａ
より柔軟なワイヤを用いることにより、その部分は結石
２００と接触することにより広がり易くなり、大きな結
石２００の捕捉、離脱がより容易になる。そして、他の*
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*弾性ワイヤ５ａによってバスケット５の膨らみ力が確保
される。
【００２４】また、この実施例においては、バスケット
５の広い隙間が約６０°に形成されており、大きな結石
２００を捕捉するためには、最低この程度の隙間がある
ことが望ましい。ただし、捕捉した結石２００が簡単に
離脱しないようにするには約９０°以下であることが望
ましい。
【００２５】そして、バスケット５の広い隙間が他の隙
間より二倍（即ち、バスケット５の軸線周りの角度にお
いて二倍）以上広ければ、本発明として明瞭な効果が得
られる。
【００２６】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば弾性ワイヤ５ａの本数や配置角度及
びバスケット５の形状等は各種の態様をとることができ
る。
【００２７】
【発明の効果】本発明によれば、バスケットを形成する
隣り合う弾性ワイヤ間の隙間を、一か所だけ他より広く
形成したことにより、大きな異物でもバスケット内に捕
捉し易く、また必要に応じてバスケット内から大きな異
物を外すことができ、容易且つ安全に使用することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具の先端部分の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具の先端部分の正面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具の使用状態を示す略示図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具の使用状態を示す略示図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用バスケット型
回収具の先端部分の正面図である。
【図６】従来の内視鏡用バスケット型回収具の使用状態
を示す略示図である。
【図７】従来の内視鏡用バスケット型回収具の使用状態
を示す略示図である。
【符号の説明】
２  可撓性シース
４  操作ワイヤ
５  バスケット
５ａ  弾性ワイヤ
５ｂ  軟らかい弾性ワイヤ
２００  結石
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